
平成26年度 ユニバーサルサービス制度に
基づく交付金の額及び交付方法の認可
並びに負担金の額及び徴収方法の認可

別紙１

平成26年11月25日



○補てん対象額

（合算）
番号単価

○番号単価

○支援業務費 （Ｈ２６予算額：予算額 62百万円 － 前期繰越額 8百万円）

平成27年1月～12月までの予測算定対象電気通信番号の総数の合計(2,767百万番号)

補てん対象額（6,885百万円）＋支援業務費（54百万円）－予測前年度過不足額(＋1,245百万円)

（合算）番号単価

＝2.057298093円／月・番号

（注）・東西合算の番号単価は整数未満を四捨五入

・東西別の番号単価は、合算単価を東西の

補てん対象額の割合で案分

ＮＴＴ東日本

ＮＴＴ西日本

合 計

2,101百万円

869百万円

2,970百万円

第一種公衆電話加入電話

基本料 緊急通報 市内通信

28百万円

25百万円

53百万円

1,997百万円

1,854百万円

3,851百万円

離島特例通信

3百万円

5百万円

8百万円

緊急通報

2百万円

1百万円

3百万円

4,130百万円

2,754百万円

6,885百万円

（Ｈ２５予算額：54百万円）

東西計

（参考）前年度

増 減

2,975百万円 3,851百万円 8百万円 2百万円 6,880百万円44百万円

▲5百万円 ＋0百万円 ＋0百万円 ＋0百万円 ＋5百万円＋9百万円

＜前年度（７月～１２月）＞
３円／番号・月
ＮＴＴ東日本分：1.79596439円
ＮＴＴ西日本分：1.20403561円

・補てん対象額に支援業務費を加算し予測前年度過不足額を減算した額を、１月～１２月の予測番号総数で

除すことにより、各事業者が負担する（合算）番号単価を算定。

○予測前年度過不足額

＝

２円／番号・月
うち、東日本分：1.199857130円

西日本分：0.800142869円

54百万円

＋1,245百万円
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平成２６年度 ユニバーサルサービス制度に基づく交付金の額及び交付方法の認可並びに負担金の額及び徴収方法の認可



【参考】ＮＴＴ東日本・西日本のユニバーサルサービス収支表（基礎的電気通信役務収支表）（平成25年度）

○平成２５年度ユニバーサルサービス収支表（単位：百万円）

・平成２５年度におけるＮＴＴ東日本・西日本のユニバーサルサービス収支の状況は、ＮＴＴ東日本で▲４４２億円、

ＮＴＴ西日本で▲３７６億円の赤字（東西計で▲８１９億円）となっている。

加入電話

基本料

緊急通報

第一種公衆電話

市内通信

離島特例通信

緊急通報

合計

252,478

252,478

694

1

696

253,174

294,636

294,323

2,773

5

2,781

297,417

312

2

▲42,157

▲312

▲41,845

▲2,078

▲4

▲2

▲2,085

259,987

259,987

395

1

397

260,384

295,914

295,644

2,072

6

2,080

297,995

270

1

▲35,926

▲270

▲35,656

▲1,677

▲4

▲1

▲1,683

ＮＴＴ東日本 ＮＴＴ西日本

（参考）前年度

増 減

278,536 332,402 ▲53,866

▲25,361 ▲34,984 ＋9,623

284,439 332,751 ▲48,311

▲24,055 ▲34,756 ＋10,701

営業収益 営業費用 営業損益 営業収益 営業費用 営業損益

▲44,242 ▲37,610


